
プロジェクト TOUKAI  -0 で耐震補強を！ 
 木造住宅の耐震化のため、県内にある昭和 56 年 

5 月 31 日以前に建築された木造住宅を対象に、専 

門家による無料の耐震診断、補強設計・工事費の補 

助を行っています。 

 

  

耐震補強のＰＲに協力していただける住宅に対し、補助額を 15～30 万円  

増額しています。（対象期間は平成 30 年 3 月まで）  
       ※補助金額は市町によって違います。 

※詳しくはインターネットで検索、または各市町の担当課まで御相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

発⾏  
静岡県中部危機管理局  

 電話（054）644-9104 
 メール chuubou@pref.shizuoka.lg.jp

中部防災ニュース 5 ⽉号  平成 29 年５⽉ 11 ⽇発⾏  NO.４９ 

昨年 4 月の熊本地震で全壊・半壊した建物の多くは、昭和 56 年 5 月

31 日以前の耐震基準による建物でした。また、阪神・淡路大震災等の過

去の大地震は「住宅耐震化の重要性」を教訓の 1 つとして示しています。 

地震発生時、自分の身を守り素早く避難するためには、

住宅の耐震化と同様に、家具等の転倒防止も大切です。
建物周辺のブロック塀等も、

ひび割れや傾き、鉄筋の錆が

見られないかチェックして
おきましょう。 

TOUKAI-０

★倒壊を免れることで、命が守られ、素早く避難ができます。 
★家屋の損傷を抑え、通常⽣活に早く復帰できます。 
★倒壊で通路が塞がれると、避難や救助の妨げとなります。 

耐震化によって、より多くの⼈の命を救うことに繋がります。 

東海
倒壊

自宅や家族の
安全を確保す
ることで、安心
して仕事に集
中することが
できるね！ 

更に今がチャンス！耐震補強補助額の増額 

工事の費用や期間等によ

っては、所得税や固定資産

税の特例措置もあるよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 川に⽔遊びや釣りに⾏くのによい季節になりました。ですが、毎年、⾏楽
中の⽔難事故が後を絶ちません。⽔難事故に遭わないために、川には⾃然な
らではの危険があることを知り、⾃分（家族）の⾝は⾃分で守りましょう。 

異変を知る！ 
〜川の⽔が急に増えるサイン〜  

・上流の空に⿊い雲が⾒えたとき 
・雷が聞こえたとき 
・⾬が降り始めたとき 
・落ち葉や流⽊、ゴミが流れてきたとき 
・上流にあるダムの放⽔サイレンが鳴ったとき

危険を知る！ 
〜特に注意が必要な危険な場所〜 

 
・⽔流が早い・深みがあるところ 
・川原や中州、川幅の狭いところ 
・⽔中にコンクリートブロックがあるところ 

川で遊ぶ前には、注意看板
をよく読みましょう。 

国土交通省 HP より引用（一部加工）

・ライフジャケットを
着けよう。 

 
・濡れても良い、乾きや
すい服装にしよう。 

 
・ウォーターシューズ
など濡れてもよく、脱
げにくい靴をはこう。 

（ビーサンは脱げる
ので危険だよ！） 

・帽子をかぶろう。 
 
・軍手をしよう。 
 
・動きやすい服装にし
よう。 

 
・濡れてもよい、歩きや
すい靴をはこう。 

 

 

 
やけどの 
応急処置編

これからの時期、家族や職場のみなさんとキャンプやバーベキュー
に出かけることも多くなるでしょう。そこで今回は、「やけど」をし
たときの応急処置についてキッキーが教えるよ。

後遺症が残りやすい顔・⼿⾜・陰部などのやけど、広
い範囲のやけどなどは、冷やすことに時間を費やさ
ず、できるだけ早く医療機関に受診しましょう。 

 

壱 速やかに冷やす。衣類を着ている場合は、衣類の上から冷やす。 
   ※皮膚がはがれる恐れがあるため、無理に脱がせない。 

 

弐 水道水などの流水で、痛みが取れるまで冷やす。（20 分程度） 
   ※冷やすことで痛みを和らげ、やけどの悪化を防ぐこともできる。 

 

参 水ぶくれはつぶさないで、清潔な布でおおい、その上から冷やす。 
   ※感染症を起こしたり、診察の妨げになるため薬は塗らない。 

 
 

重症の 

場合 


